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第５回 

新入社員のグローバル意識調査 
（２００１年度から３年に１度実施） 

 

 

 

 

・海外志向の強弱 はっきり分かれる 

「どんな国・地域でも働きたい」が増加 約３割に 

前回 ２７.０％ → 今回 ２９.５％ 
     働きたいと思う理由：日本ではできない経験を積みたい ７４.０％ 

「海外で働きたいとは思わない」も増加  

前回 ４９.０％ → 今回 ５８.３％ 
       働きたいと思わない理由：自分の語学力に自信がない ６５.２％ 

 

・学校の英語教育「役に立たなかった」半数超 

 

・学校教育での「グローバル人材育成」強化すべき ８割弱 

 

 

 

２０１３年７月 

学校法人 産業能率大学 

 

 
お問い合わせ先 

企画広報部企画広報課

電話：03-3704-9040

ﾌｧｸｽ：03-3704-9404
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学校法人産業能率大学（東京都世田谷区）は、今年度の新入社員の海外志向などを尋ね、「新

入社員のグローバル意識調査」としてまとめました。このテーマに関する調査は、２００１年度

から３年に１度実施しており、今回が５回目となります。 

調査は６月１８日から６月２４日までの７日間、インターネット調査会社を通じて、インター

ネットリサーチで実施。今年４月に新卒採用（高卒以上）された１８歳から２６歳までの新入社

員を対象にしており、サンプル数は７９３です。なお、第３回までは、本学が開催する新入社員

研修の参加者を対象にアンケート用紙を配布して実施していましたが、前回から調査方法を変更

し、インターネットリサーチでその年度の新入社員（高卒以上の新卒入社）を対象に行っていま

す。第１回から継続している質問もありますが、第３回以前と第４回以後で調査手法が異なるこ

とに留意してください。 

 

 

全体総括 
海外で働きたいと積極的に考える層と、働きたくないと考える消極的な層がはっきりしてきました。 

グローバル化が進展し、とくに事業を展開する国が東南アジアを含め多岐にわたっています。数年前ま

でいわば特定層に限られた話だった海外赴任も、徐々に、現実に起こりうる問題として捉えざるを得ない

状況になってきました。海外で働くという曖昧なイメージが具体化されるほど、この捉え方がはっきりと、

ポジティブ・ネガティブのいずれかに分かれてきた印象です。 

一見すると、海外で働きたくないと考える層の増加は、“内向き意識”の表れではないかと感じられま

すが、グローバル化がどれほど進展しても、日本人全員が物理的に「海外」に住んで働くわけではありま

せん。「今後、日本企業はグローバル化を進めるべきだと思うか」という質問には、およそ７５％が“進

めるべきだ”と回答しているように、事業の海外展開の必要性は大半の新入社員が認識しています。海外

で働きたいとは思わないとする新入社員たちは、グローバル化自体に異を唱えているのではなく、語学に

対する不安を中心に、日本人ビジネスパーソン全員が海外で働くわけではない、生活レベルは落としたく

ない、あるいは海外に魅力を感じない（日本がいい）と現実的な捉え方をしているだけなのかもしれませ

ん。 

むしろ、海外で働きたいと積極的に考える層が増加傾向にあり、３割弱に達していることの方が、昨今

の新入社員を頼もしく感じることができる結果です。 

 

 

目 次 

・注目データ・・・ ２ 

・調査概要・・・・ ４ 

・調査結果・・・・ ５ 

・データ集・・・・１１ 
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注目データ 

海外志向の強弱 二極化が進む 

海外で働きたいと思うかを、「どんな国・地域でも働きたい」「国・地域によっては

働きたい」「働きたいとは思わない」の三択で尋ねたところ、「働きたいとは思わない」

が６割近い５８.３％に達しました。一方「どんな国・地域でも働きたい」が２９.５％、

「国・地域によっては働きたい」が１２.２％で、４１.７％が“海外で働きたい”と

回答しています。“海外で働きたい”と答えた人に、複数選択でその理由を尋ねたと

ころ、「日本ではできない経験を積みたいから」が７４.０％で最多でした。働きたい

とは思わない人にその理由を尋ねた結果では「自分の語学力に自信がないから」が最

も高く６５.２％でした。 

経年比較は、２００７年度以前の調査と２０１０年度以降の調査で調査方法が異な

ることに留意が必要ですが、「どんな国・地域でも働きたい」と「働きたいとは思わ

ない」がいずれも増加傾向にあることが分かります。 

    

どんな国・地域

でも働きたい
29.5%

国・地域によっ
ては働きたい

12.2%

働きたいとは
思わない
58.3%
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働きたいとは思わない

 

海外で働きたいと思う理由（複数選択） 

日本ではできない経験を積みたいから 74.0％

自分自身の視野を拡げたいから 65.6％

語学力を高めたいから 47.7％

海外で働きたいとは思わない理由（複数選択） 

自分の語学力に自信がないから 65.2％

海外勤務は生活面で不安だから 50.4％

海外に魅力を感じないから 35.5％

※質問紙の配付による調査から、インターネットリサーチへ変更 
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学校の英語教育「役に立たなかった」半数超 

最終学歴までの学校における英語教育が役に立ったと思うかを尋ねたところ、「役

に立たなかったと思う」が５５.９％で半数を超えました。回答理由（自由記述）で

は、会話の能力が身に付かなかった、テストで点を取るための勉強だった、といった

声が目立っていました。 

「役に立ったと思う」は４４.１％で、回答理由（自由記述）は、文法をしっかり

学ぶことができた、といった声が多く見られました。 

役に立たな

かったと思

う, 55.9%

役に立った

と思う,

44.1%

 

 

 

学校教育の「グローバル人材育成」強化すべき ８割弱 

文部科学省の「産学連携によるグローバル人材育成推進会議」におけるグローバル

人材の定義を示したうえで、学校教育での「グローバル人材育成」の取り組みを強化

すべきだと思うかを尋ねたところ、７７.８％が「強化すべきだと思う」と回答しま

した。回答理由（自由記述）では、グローバル化の進展が進んでいるから、日本の良

さを広めることにつながるから、といった声が目立ちました。 

  

強化すべき
だと思う,

77.8%

強化すべき

だと思わな

い, 22.2%
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調査概要 
１． 調査対象  ２０１３年度に新卒入社した新入社員（高卒以上の学歴で１８歳～２６歳） 

２． 調査時期  ２０１３年６月１８日～２４日 

３． 調査方法  インターネットリサーチ 

４． サンプル数 ７９３（男性３８０人・４７.９％、女性４１３人・５２.１％） 

５． 回答者属性 
・年齢     １８～２０歳   ６４人（ ８.１％） 

２１～２３歳  ４７４人（５９.８％） 
２４～２６歳  ２５５人（３２.１％） 

・居住地    北海道     ２０人（ ２.５％） 
東北      ２８人（ ３.５％） 
関東     ４１１人（５１.８％） 
中部     １１２人（１４.１％） 
近畿     １３８人（１７.４％） 
中国      ３１人（ ３.９％） 
四国      １１人（ １.４％） 
九州・沖縄   ４２人（ ５.３％） 

・従業員規模  １００人未満            ２１１人（２６.６％） 
１００人以上５００人未満  ２１２人（２６.７％） 
５００人以上１，０００人未満 １１５人（１４.５％） 
１，０００人以上３，０００人未満 １０５人（１３.２％） 
３，０００人以上１０，０００人未満  ７５人（ ９.５％） 
１０，０００人以上         ７５人（ ９.５％） 

・上場区分   東証一部上場           ２５４人（３２.０％） 
        東証二部上場            ４０人（ ５.０％） 
        その他上場             ７８人（ ９.８％） 
        非上場              ４２１人（５３.１％） 

・勤務先の現状 

  

積極的に取

り組んでい

る 

どちらかといえ

ば積極的に取り

組んでいる 

どちらかといえ

ば積極的に取り

組んでいない 

積極的に取り

組んでいない 
分からない

事業の海外展開 20.6% 17.5% 9.5% 31.7% 20.8%

外国人の人材の活用 13.0% 15.9% 13.2% 35.3% 22.6%

語学教育 9.3% 15.6% 14.5% 39.8% 20.7%

海外赴任時の教育 7.4% 12.7% 11.2% 41.9% 26.7%

海外赴任した人に対する支援 8.2% 15.8% 9.8% 38.3% 27.9%

・英語のレベル 英語はまったくできない      ２２１人（２７.９％） 
簡単な読み書きや会話ができる   ３４２人（４３.１％） 
相手の意見を理解し、自分の意志を伝えることができる 

 １９０人（２４.０％） 
ビジネスにおける商談・交渉ができる  ４０人（ ５.０％） 

 ・海外旅行経験 あり  ５２０人（６５.６％） 
内訳 １回   １３６人（２６.２％） 

２回    ９７人（１８.７％） 
３回    ７９人（１５.２％） 
４回以上 ２０８人（４０.０％） 

         なし  ２７３人（３４.４％）    
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海外留学 
 

海外留学の経験あり ２割弱 

海外留学の経験の有無を尋ねたところ、１７.３％が「ある」としています。 

性別にみると、海外留学の経験が「ある」のは、男性は１３.４％、女性は２０.８％でした。

女性の方が７㌽程度高い結果です。 

勤務先の海外展開の有無別では、当然ではありますが、海外展開している企業に勤務している

新入社員の方が留学経験者が多い結果です。 

経年でみると、前回調査（２０１０年度）は「留学経験あり」が１９.７％でしたが、およそ

２㌽減少しています。 

 

海外留学の期間は「半年未満」が半数超 

海外留学の期間については、「半年未満」が半数を超えて５４.０％、「半年～１年未満」が   

２７.７％、「１年～３年未満」が１３.１％、「３年以上」が５.１％という結果でした。 

経年でみると、「半年未満」「３年以上」はいずれも前回調査より減っていますが、「半年～１

年未満」「１年～３年未満」は前回調査より増えています。 

 

 

 

語学に対する意識 
 

語学を勉強したいと思わない 前回より増加 

語学を勉強したいと思うかを尋ねたところ、「すでに勉強している」は１５.５％でした。前回

調査よりも４㌽程度減少しています。一方で、「勉強したいとは思わない」は２６.６％で、前回

調査の１８.５％から８㌽程度増加しました。 

英語習得のレベル別にみると、英語が全くできない層は、半数以上の５３.４％が「勉強した

いとは思わない」と回答しています。 

 

勉強している／勉強したい言語 

 すでに勉強していると回答した人に対して、勉強している言語を複数回答で尋ねたところ、「英

語」が９７.６％でほぼ１００％でした。「中国語」が１４.６％でこれに次いでいます。 

 費用負担の有無にかかわらず“勉強したい”と回答した人に、勉強したいと思う言語を複数回

答で尋ねた結果では、「英語」が９６.１％、「中国語」が２１.８％、「フランス語」が１６.１％

でした。 
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海外志向 
 

海外志向の強弱の二極化が進む 

海外で働きたいと思うかを、「どんな国・地域でも働きたい」「国・地域によっては働きたい」

「働きたいとは思わない」の三択で尋ねたところ、「働きたいとは思わない」が５８.３％で６割

近くに達しています。「どんな国・地域でも働きたい」は３割弱の２９.５％、「国・地域によっ

ては働きたい」は１２.２％でした。 

性別にみると、「どんな国・地域でも働きたい」は、男性は３割を超えて３３.９％、女性は   

２５.４％で、８.５㌽の開きがあります。 

海外留学経験の有無別では、留学経験がある層は「どんな国・地域でも働きたい」が半数を超

えて５６.９％に達しており、「働きたいとは思わない」（２１.２％）は、「国・地域によっては

働きたい」（２１.９％）を下回っています。一方で、海外留学経験がない層は、「働きたいとは

思わない」が３分の２を占めています。 

英語習得のレベル別にみても、英語をより習得できていると答えた層ほど、「どんな国・地域

でも働きたい」の割合が高くなっています。 

勤務先の海外展開の有無別にみると、海外展開している層は「どんな国・地域でも働きたい」

が４５.０％で、「働きたいとは思わない」の３８.７％を上回っています。 

経年では、第 1 回から第 3 回までの調査方法と、第 4 回以降の調査方法が異なるため、比較

に留意が必要ですが、海外志向が強い層も弱い層もいずれも増加傾向がみられます。調査方法が

同じ前回との比較に限定しても、海外志向の強弱がはっきりしてきています。 

 

海外で“働きたい”と答えた人に対して、その理由を尋ねた結果では、「日本ではできない経

験を積みたいから」が７４.０％でトップ。「自分自身の視野を拡げたいから」が６５.６％で次

いでいます。 

海外で「働きたいとは思わない」と回答した人に、その理由を複数回答で尋ねた結果では、「自

分の語学力に自身がないから」が６５.２％でトップ。「海外勤務は生活面で不安だから」が   

５０.４％でこれに次いでいます。 

 

グローバル化がいよいよ本格化してきており、新たな事業展開先もアジアが多数を占めるよう

になってきています。２０００年代初頭には、多くの新入社員にとって、海外赴任はそこまで具

体的にイメージものではなかった可能性があります。たとえば、第 1 回調査では「国・地域に

よっては働きたい」が半数超の５３.４％ありました。海外赴任がやや“縁遠い”ものだったた

め、この曖昧な回答が高かったとも考えることができます。 

ところが、ここ数年で、グローバル化が一気に進み、アジアを中心に事業展開が増えています。

海外赴任が現実的な問題として認識されるようになってきたことから、これをチャンスとして捉

える層と、避けようとする層がはっきりしてきたのかもしれません。赴任先についても、場合に 
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よっては日本国内より生活レベルが落ちると感じる人もいるエリアでの勤務の可能性が膨らん

でいくことで、海外赴任に抵抗を感じる人が一定割合で増えている可能性が考えられます。こう

した認識の変化が、海外志向の強弱がはっきりしてきた背景のひとつとして考えられます。 

 

途上国勤務はやや抵抗あり 

海外で“働きたい”と答えた人に対しては、さらに、大きく「先進国」「新興国」「途上国」に

分けた場合、どの程度働いてみたいと思うかを尋ねました。 

「先進国」では、９６.０％が“働いてみたい”（働いてみたい＋どちらかといえば働いてみた

い）と回答しています。「新興国」では“働いてみたい”が「先進国」よりも下がり８４.３％。

「途上国」になると、“働いてみたい”は５１.７％に下がります。途上国となると、抵抗を感じ

る人が一定割合いそうです。 

 

海外赴任の期間は３年程度が目安 

海外で“働きたい”と答えた人に対して、海外で勤務するとしたらどの程度の期間が適当だと

思うかを尋ねたところ、「１年以上３年未満」がもっとも多く５０.８％でした。「３年以上５年

未満」が２５.７％で、「１年未満」が１４.２％で続いています。３年前後がひとつの目安だと

考えている人が多そうです。 

 

海外勤務の不安は「治安」「言葉」 

海外で“働きたい”と答えた人に対して、海外勤務で不安なことがあるかを尋ねたところ、「治

安」が７５.５％でもっとも高く、「言葉」が僅差で７５.２％でした。「食事」（６０.３％）、「住

環境」（４９.７％）が続いています。 

クロス集計の結果をみると、「言葉」は、当然ではありますが、留学経験の有無や英語の習得

レベルに応じて、不安視する割合が変化しています。とくに、留学経験がある層は、ない層より

も、総じて割合が低い傾向をみることができます。海外で実際に生活をした経験が、抵抗をなく

しているものと思われます。 
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企業のグローバル化 
 

日本企業はグローバル化を進めるべき ８割弱 

日本企業が今後、グローバル化（ここでは海外進出）を一層進めるべきだと思うかを尋ねたと

ころ、“そう思う”（そう思う＋どちらかといえばそう思う）が７６.５％で、大半が賛成でした。 

留学経験の有無や英語の習得状況、勤務先の海外展開の有無によって「そう思う」の割合が大

きく異なります。 

 

回答理由を自由記述で尋ねています。進出を進めるべきだと思う理由では、国内の市場縮小に

伴う産業衰退の可能性や、日本の良さを知って欲しい、海外のよいところを取り入れたい、とい

った声が目立ちました。 

進出を進めるべきだと思わないという回答理由では、日本の良さが失われる、国内産業の立て

直しを優先すべき、といった声が目立っていました。 

 

社員の海外赴任の積極化に有効そうな社内施策 

勤務先でどのような施策があると、社員が海外赴任に現在よりも積極的になると思うかを尋ね

たところ、「語学研修」が３５.１％で最多、これに「ＴＯＥＩＣの点数など、社員に一定レベル

の英語の習得を義務づける」（２５.６％）と、語学関連が上位に来ています。これに「社員旅行

で海外に行く」（２５.０％）、「全社員に一定期間の海外派遣を義務づける」（２２.７％）が続い

ています。 

 

もし社長が外国人になったら・・・ 

経営トップに外国人が就いた、上司に外国人が着任した、外国人が自分の同僚になった…こう

した状況が勤務先で生じた場合に、抵抗をどの程度感じるかを尋ねました。 

「経営トップに外国人が就いた」では、“抵抗感がある”（抵抗感がある＋どちらかといえば抵

抗感がある）は４８.８％で半数弱でした。同じように、「上司に外国人が着任した」も“抵抗感

がある”は４９.２％で半数弱でした。「外国人が自分の部下になった」では、“抵抗感がある”

は４０.４％、「外国人が自分の同僚になった」は２６.６％が“抵抗感がある”、「取引先の相手

が外国人だった」はこれが３８.８％でした。 
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学校教育でのグローバル人材育成 
 

学校の英語教育「役に立たなかった」半数超 

学校での英語教育が役に立ったと思うかを尋ねたところ、「役に立ったと思う」は４４.１％で

半数を下回りました。 

性別による割合の上下はあまり目立ちませんが、留学経験の有無や英語の習得レベルでは、割

合に差がみられます。留学経験がある層では６８.６％が「役に立ったと思う」と回答。英語の

習得レベルで、英語がまったくできない層では「役に立ったと思う」が１７.６％にとどまるの

に対して、意思疎通ができるレベルになると６割から７割が「役に立ったと思う」としています。 

 

学校での英語教育に関する評価の回答理由を自由記述で尋ねたところ、「役に立ったと思う」

では、基本的なことを学べた、文法をしっかりと学ぶことができた、といった声が目立っていま

す。一方、「役に立たなかったと思う」では、会話の能力が身に付かなかった、テストで点を取

るための勉強だった、といった声が目立っていました。 

 

学校教育での「グローバル人材育成」は強化すべき ８割弱 

文部科学省によるグローバル人材育成の定義を示したうえで、学校教育で「グローバル人材育

成」の取り組みを強化すべきだと思うかを尋ねたところ、「強化すべきだと思う」が７７.８％で

大半を占めました。 

回答理由（自由記述）では、強化すべきだとする意見では、グローバル化の進展が進んでいる

から、日本の良さを広める・理解することにつながる、といった声が目立ちました。一方、強化

すべきだと思わないとする意見では、強制的に教育すべきことではない、まずは日本や日本語に

ついて理解を深めるべき、といった回答が多く見られました。 
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問１．あなたは海外留学の経験がありますか。 

ない,

82.7%

ある,

17.3%

 

  

  ある ない 合計 

Ｎ 137 656 793
全体 

％ 17.3% 82.7% 100.0%

Ｎ 51 329 380
男性 

％ 13.4% 86.6% 100.0%

Ｎ 86 327 413
性別 

女性 
％ 20.8% 79.2% 100.0%

Ｎ 11 210 221
英語は全くできない 

％ 5.0% 95.0% 100.0%

Ｎ 36 306 342簡単な読み書きや会話

ができる ％ 10.5% 89.5% 100.0%

Ｎ 72 118 190相手の意見を理解し、自分の意

志を伝えることができる ％ 37.9% 62.1% 100.0%

Ｎ 18 22 40

英語習得の

レベル 

ビジネスにおける商

談・交渉ができる ％ 45.0% 55.0% 100.0%

Ｎ 79 223 302
取り組んでいる（計） 

％ 26.2% 73.8% 100.0%

Ｎ 46 280 326

勤務先の事

業の海外展

開 取り組んでいない（計） 
％ 14.1% 85.9% 100.0%

 

17.3%

19.7%

82.7%

80.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2013年度

2010年度

ある ない
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問２．（海外留学の経験があると答えた人）海外留学の期間はどの程度ですか。 

（ｎ＝１３７） 

半年未満,

54.0%
半年～１年未

満, 27.7%

１年～３年未

満, 13.1%

３年以上,

5.1%

 
  

  
  

半年未満
半年～１

年未満 

１年～３

年未満 
３年以上  合計 

Ｎ 74 38 18 7 137 
合計 

％ 54.0% 27.7% 13.1% 5.1% 100.0% 

Ｎ 23 19 4 5 51 
男性 

％ 45.1% 37.3% 7.8% 9.8% 100.0% 

Ｎ 51 19 14 2 86 
性別 

女性 
％ 59.3% 22.1% 16.3% 2.3% 100.0% 

Ｎ 5 4 2 0 11 
英語は全くできない 

％ 45.5% 36.4% 18.2% 0.0% 100.0% 

Ｎ 21 9 4 2 36 簡単な読み書きや会話
ができる ％ 58.3% 25.0% 11.1% 5.6% 100.0% 

Ｎ 42 23 7 0 72 相手の意見を理解し、自分の意

志を伝えることができる ％ 58.3% 31.9% 9.7% 0.0% 100.0% 

Ｎ 6 2 5 5 18 

英語習得の

レベル 

ビジネスにおける商

談・交渉ができる ％ 33.3% 11.1% 27.8% 27.8% 100.0% 

Ｎ 40 23 10 6 79 
取り組んでいる（計） 

％ 50.6% 29.1% 12.7% 7.6% 100.0% 

Ｎ 29 12 4 1 46 

勤務先の事
業の海外展

開 取り組んでいない（計） 
％ 63.0% 26.1% 8.7% 2.2% 100.0% 

 

54.0%

60.8%

27.7%

20.3%

13.1%

8.9%

5.1%

10.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2013年度

2010年度

半年未満 半年～１年未満 １年～３年未満 ３年以上
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 問３．あなたは語学を勉強したいと思いますか。近いものをひとつ選んでくだ

さい。 

すでに勉強してい

る, 15.5%

会社が全て費用を

負担してくれるな

ら勉強したい,

25.1%

会社が一部でも費

用を負担してくれ

るなら勉強したい,

19.4%

自分で費用全額を

負担しても勉強し

たい, 13.4%

勉強したいとは思

わない, 26.6%

 

  

すでに勉

強してい

る 

会社が全て費

用を負担して

くれるなら勉

強したい 

会社が一部で

も費用を負担

してくれるな

ら勉強したい

自分で費用全

額を負担して

も勉強したい 

勉強した

いとは思

わない 

 合計 

Ｎ 123 199 154 106 211 793
合計 

％ 15.5% 25.1% 19.4% 13.4% 26.6% 100.0%

Ｎ 54 102 77 43 104 380
男性 

％ 14.2% 26.8% 20.3% 11.3% 27.4% 100.0%

Ｎ 69 97 77 63 107 413
性別 

女性 
％ 16.7% 23.5% 18.6% 15.3% 25.9% 100.0%

Ｎ 51 30 27 24 5 137
ある 

％ 37.2% 21.9% 19.7% 17.5% 3.6% 100.0%

Ｎ 72 169 127 82 206 656

海外留学

の経験 
ない 

％ 11.0% 25.8% 19.4% 12.5% 31.4% 100.0%

Ｎ 12 47 26 18 118 221
英語は全くできない 

％ 5.4% 21.3% 11.8% 8.1% 53.4% 100.0%

Ｎ 33 100 76 58 75 342簡単な読み書きや会話が

できる ％ 9.6% 29.2% 22.2% 17.0% 21.9% 100.0%

Ｎ 57 48 45 27 13 190相手の意見を理解し、自分の意志

を伝えることができる ％ 30.0% 25.3% 23.7% 14.2% 6.8% 100.0%

Ｎ 21 4 7 3 5 40

英語習得
のレベル 

ビジネスにおける商談・
交渉ができる ％ 52.5% 10.0% 17.5% 7.5% 12.5% 100.0%

Ｎ 74 87 80 37 24 302
取り組んでいる（計） 

％ 24.5% 28.8% 26.5% 12.3% 7.9% 100.0%

Ｎ 40 66 50 56 114 326

勤務先の

事業の海

外展開 取り組んでいない（計） 
％ 12.3% 20.2% 15.3% 17.2% 35.0% 100.0%

15.5%

19.7%

25.1%

22.8%

19.4%

25.8%

13.4%

13.3%

26.6%

18.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2013年度

2010年度

すでに勉強している

会社が全て費用を負担してくれるなら勉強したい

会社が一部でも費用を負担してくれるなら勉強したい
自分で費用全額を負担しても勉強したい

勉強したいとは思わない
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問４．（すでに勉強している人が対象）勉強しているのは何語ですか。当てはま

るものをいくつでも選んでください。（ｎ＝１２３） 

97.6%

14.6%

8.1%

8.1%

6.5%

5.7%

3.3%

0.8%

0.8%

0.8%

0.8%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

英語

中国語

フランス語

韓国語

スペイン語

ドイツ語

イタリア語

ポルトガル語

ロシア語

ヒンディー語

アラビア語

その他

 

 

 

 

問５．（“勉強したい”と回答した人が対象）勉強したいのは何語ですか。当て

はまるものをいくつでも選んでください。（Ｎ＝４５９） 

96.1%

21.8%

16.1%

15.5%

10.9%

9.8%

5.9%

2.6%

2.4%

1.1%

0.9%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

英語

中国語

フランス語

ドイツ語

スペイン語

韓国語

イタリア語

ロシア語

ポルトガル語

ヒンディー語

アラビア語

その他
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問６．あなたはこれから海外で働きたいと思いますか。近いものをひとつ選ん

でください。 

どんな国・地域でも
働きたい, 29.5%

国・地域によっては
働きたい, 12.2%

働きたいとは思わな
い, 58.3%

 

  

どんな
国・地域で

も働きた

い 

国・地域に
よっては

働きたい 

働きたい
とは思わ

ない 

合計 

Ｎ 234 97 462 793 
合計 

％ 29.5% 12.2% 58.3% 100.0% 

Ｎ 129 42 209 380 
男性 

％ 33.9% 11.1% 55.0% 100.0% 

Ｎ 105 55 253 413 
性別 

女性 
％ 25.4% 13.3% 61.3% 100.0% 

Ｎ 78 30 29 137 
ある 

％ 56.9% 21.9% 21.2% 100.0% 

Ｎ 156 67 433 656 

海外留学の

経験 
ない 

％ 23.8% 10.2% 66.0% 100.0% 

Ｎ 39 10 172 221 
英語は全くできない 

％ 17.6% 4.5% 77.8% 100.0% 

Ｎ 90 43 209 342 簡単な読み書きや会話

ができる ％ 26.3% 12.6% 61.1% 100.0% 

Ｎ 80 42 68 190 相手の意見を理解し、自分の意

志を伝えることができる ％ 42.1% 22.1% 35.8% 100.0% 

Ｎ 25 2 13 40 

英語習得の

レベル 

ビジネスにおける商

談・交渉ができる ％ 62.5% 5.0% 32.5% 100.0% 

Ｎ 136 49 117 302 
取り組んでいる（計） 

％ 45.0% 16.2% 38.7% 100.0% 

Ｎ 66 45 215 326 

勤務先の事

業の海外展

開 取り組んでいない（計） 
％ 20.2% 13.8% 66.0% 100.0% 

29.5%

27.0%

18.0%

24.2%

17.3%

12.2%

24.0%

45.8%

47.1%

53.4%

58.3%

49.0%

36.2%

28.7%

29.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2013年度

2010年度

2007年度

2004年度

2001年度

どんな国・地域でも働きたい 国・地域によっては働きたい 働きたいとは思わない

 

※質問紙配付からネットリサーチに変更 
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問７．（“海外で働きたい”と答えた人が対象）海外で働きたい理由として、当

てはまるものを選んでください。（ｎ＝３３１） 

74.0%

65.6%

47.7%

24.2%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日本ではできない経験を積みたいから

自分自身の視野を拡げたいから

語学力を高めたいから

外国人と一緒に仕事をしたいから

その他

 

  
  

  

日本ではで

きない経験

を積みたい

から 

自分自身
の視野を

拡げたい

から 

語学力を
高めたい

から 

外国人と
一緒に仕

事をした

いから 

その他  合計 

Ｎ 245 217 158 80 8 331
合計 

％ 74.0% 65.6% 47.7% 24.2% 2.4% 100.0%

Ｎ 129 113 72 32 4 171
男性 

％ 75.4% 66.1% 42.1% 18.7% 2.3% 100.0%

Ｎ 116 104 86 48 4 160
性別 

女性 
％ 72.5% 65.0% 53.8% 30.0% 2.5% 100.0%

Ｎ 91 75 67 42 4 108
ある 

％ 84.3% 69.4% 62.0% 38.9% 3.7% 100.0%

Ｎ 154 142 91 38 4 223

海外留学の

経験 
ない 

％ 69.1% 63.7% 40.8% 17.0% 1.8% 100.0%

Ｎ 37 26 24 7 0 49
英語は全くできない 

％ 75.5% 53.1% 49.0% 14.3% 0.0% 100.0%

Ｎ 93 80 60 28 3 133簡単な読み書きや会話

ができる ％ 69.9% 60.2% 45.1% 21.1% 2.3% 100.0%

Ｎ 94 93 62 33 3 122相手の意見を理解し、自分の意

志を伝えることができる ％ 77.0% 76.2% 50.8% 27.0% 2.5% 100.0%

Ｎ 21 18 12 12 2 27

英語習得の

レベル 

ビジネスにおける商

談・交渉ができる ％ 77.8% 66.7% 44.4% 44.4% 7.4% 100.0%

Ｎ 147 122 85 47 2 185
取り組んでいる（計） 

％ 79.5% 65.9% 45.9% 25.4% 1.1% 100.0%

Ｎ 79 78 53 29 6 111

勤務先の事

業の海外展

開 取り組んでいない（計） 
％ 71.2% 70.3% 47.7% 26.1% 5.4% 100.0%
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問８．（海外で働きたいとは思わないと答えた人が対象）海外で働きたくない理

由として、当てはまるものを選んでください。（ｎ＝４６２） 

 

65.2%

50.4%

35.5%

27.3%

18.6%

14.1%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

100

%

自分の語学力に自信がないから

海外勤務は生活面で不安だから

海外に魅力を感じないから

自分の仕事の能力に自信がないから

家族に負担がかかるから

海外勤務はキャリアの面で不安だから

その他

 

 

  

自分の
語学力

に自信

がない
から 

海外勤
務は生

活面で

不安だ
から 

海外に
魅力を

感じな

いから

自分の
仕事の

能力に

自信が
ないか

ら 

家族に
負担が

かかる

から 

海外勤
務はキ

ャリア

の面で
不安だ

から 

その他 合計 

Ｎ 301 233 164 126 86 65 8 462
合計 

％ 65.2% 50.4% 35.5% 27.3% 18.6% 14.1% 1.7% 100.0%

Ｎ 127 95 79 51 39 29 4 209
男性 

％ 60.8% 45.5% 37.8% 24.4% 18.7% 13.9% 1.9% 100.0%

Ｎ 174 138 85 75 47 36 4 253
性別 

女性 
％ 68.8% 54.5% 33.6% 29.6% 18.6% 14.2% 1.6% 100.0%

Ｎ 13 16 8 7 6 6 1 29
ある 

％ 44.8% 55.2% 27.6% 24.1% 20.7% 20.7% 3.4% 100.0%

Ｎ 288 217 156 119 80 59 7 433

海外留学の

経験 
ない 

％ 66.5% 50.1% 36.0% 27.5% 18.5% 13.6% 1.6% 100.0%

Ｎ 124 73 52 51 36 27 1 172
英語は全くできない 

％ 72.1% 42.4% 30.2% 29.7% 20.9% 15.7% 0.6% 100.0%

Ｎ 141 117 82 58 35 27 5 209簡単な読み書きや会話

ができる ％ 67.5% 56.0% 39.2% 27.8% 16.7% 12.9% 2.4% 100.0%

Ｎ 33 37 26 17 13 8 2 68相手の意見を理解し、自分の意

志を伝えることができる ％ 48.5% 54.4% 38.2% 25.0% 19.1% 11.8% 2.9% 100.0%

Ｎ 3 6 4 0 2 3 0 13

英語習得の
レベル 

ビジネスにおける商
談・交渉ができる ％ 23.1% 46.2% 30.8% 0.0% 15.4% 23.1% 0.0% 100.0%

Ｎ 76 67 43 33 26 16 3 117
取り組んでいる（計） 

％ 65.0% 57.3% 36.8% 28.2% 22.2% 13.7% 2.6% 100.0%

Ｎ 134 112 78 59 38 27 3 215

勤務先の事

業の海外展
開 取り組んでいない（計） 

％ 62.3% 52.1% 36.3% 27.4% 17.7% 12.6% 1.4% 100.0%
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問９．（海外で“働きたい”と答えた人が対象）大きく「先進国」「新興国」「途

上国」に分けた場合に、あなたはそれぞれどの程度働いてみたいと思い

ますか。（Ｎ＝３３１） 

 

76.7%

37.5%

21.5%

19.3%

46.8%

30.2%

10.3%

31.4% 16.9%

2.1%

5.4%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

先進国

新興国

途上国

働いてみたい どちらかといえば働いてみたい

どちらかといえば働きたくない 働きたくない

 
 

 

■先進国 

  
  

  

働いてみた
い 

どちらかと
いえば働い

てみたい 

どちらかと
いえば働き

たくない 

働きたくな
い 

合計 

Ｎ 254 64 7 6 331
合計 

％ 76.7% 19.3% 2.1% 1.8% 100.0%

Ｎ 135 33 2 1 171
男性 

％ 78.9% 19.3% 1.2% 0.6% 100.0%

Ｎ 119 31 5 5 160
性別 

女性 
％ 74.4% 19.4% 3.1% 3.1% 100.0%

Ｎ 89 16 2 1 108
ある 

％ 82.4% 14.8% 1.9% 0.9% 100.0%

Ｎ 165 48 5 5 223

海外留学の

経験 
ない 

％ 74.0% 21.5% 2.2% 2.2% 100.0%

Ｎ 30 13 3 3 49
英語は全くできない 

％ 61.2% 26.5% 6.1% 6.1% 100.0%

Ｎ 99 31 2 1 133簡単な読み書きや会話

ができる ％ 74.4% 23.3% 1.5% 0.8% 100.0%

Ｎ 100 18 2 2 122相手の意見を理解し、自分の意

志を伝えることができる ％ 82.0% 14.8% 1.6% 1.6% 100.0%

Ｎ 25 2 0 0 27

英語習得の
レベル 

ビジネスにおける商
談・交渉ができる ％ 92.6% 7.4% 0.0% 0.0% 100.0%

Ｎ 146 38 1 0 185
取り組んでいる（計） 

％ 78.9% 20.5% 0.5% 0.0% 100.0%

Ｎ 89 19 3 0 111

勤務先の事

業の海外展
開 取り組んでいない（計） 

％ 80.2% 17.1% 2.7% 0.0% 100.0%
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■新興国 

  

  
  

働いてみた

い 

どちらかと

いえば働い
てみたい 

どちらかと

いえば働き
たくない 

働きたくな

い 
合計 

Ｎ 124 155 34 18 331
合計 

％ 37.5% 46.8% 10.3% 5.4% 100.0%

Ｎ 60 87 15 9 171
男性 

％ 35.1% 50.9% 8.8% 5.3% 100.0%

Ｎ 64 68 19 9 160
性別 

女性 
％ 40.0% 42.5% 11.9% 5.6% 100.0%

Ｎ 50 46 6 6 108
ある 

％ 46.3% 42.6% 5.6% 5.6% 100.0%

Ｎ 74 109 28 12 223

海外留学の

経験 
ない 

％ 33.2% 48.9% 12.6% 5.4% 100.0%

Ｎ 22 19 5 3 49
英語は全くできない 

％ 44.9% 38.8% 10.2% 6.1% 100.0%

Ｎ 43 65 19 6 133簡単な読み書きや会話

ができる ％ 32.3% 48.9% 14.3% 4.5% 100.0%

Ｎ 45 61 8 8 122相手の意見を理解し、自分の意

志を伝えることができる ％ 36.9% 50.0% 6.6% 6.6% 100.0%

Ｎ 14 10 2 1 27

英語習得の

レベル 

ビジネスにおける商

談・交渉ができる ％ 51.9% 37.0% 7.4% 3.7% 100.0%

Ｎ 71 93 13 8 185
取り組んでいる（計） 

％ 38.4% 50.3% 7.0% 4.3% 100.0%

Ｎ 39 51 17 4 111

勤務先の事

業の海外展

開 取り組んでいない（計） 
％ 35.1% 45.9% 15.3% 3.6% 100.0%

 

■途上国 

  
  

  

働いてみた
い 

どちらかと
いえば働い

てみたい 

どちらかと
いえば働き

たくない 

働きたくな
い 

合計 

Ｎ 71 100 104 56 331
合計 

％ 21.5% 30.2% 31.4% 16.9% 100.0%

Ｎ 37 52 53 29 171
男性 

％ 21.6% 30.4% 31.0% 17.0% 100.0%

Ｎ 34 48 51 27 160
性別 

女性 
％ 21.3% 30.0% 31.9% 16.9% 100.0%

Ｎ 30 36 26 16 108
ある 

％ 27.8% 33.3% 24.1% 14.8% 100.0%

Ｎ 41 64 78 40 223

海外留学の

経験 
ない 

％ 18.4% 28.7% 35.0% 17.9% 100.0%

Ｎ 12 16 15 6 49
英語は全くできない 

％ 24.5% 32.7% 30.6% 12.2% 100.0%

Ｎ 24 37 48 24 133簡単な読み書きや会話

ができる ％ 18.0% 27.8% 36.1% 18.0% 100.0%

Ｎ 26 40 32 24 122相手の意見を理解し、自分の意

志を伝えることができる ％ 21.3% 32.8% 26.2% 19.7% 100.0%

Ｎ 9 7 9 2 27

英語習得の
レベル 

ビジネスにおける商
談・交渉ができる ％ 33.3% 25.9% 33.3% 7.4% 100.0%

Ｎ 42 64 52 27 185
取り組んでいる（計） 

％ 22.7% 34.6% 28.1% 14.6% 100.0%

Ｎ 20 29 44 18 111

勤務先の事

業の海外展
開 取り組んでいない（計） 

％ 18.0% 26.1% 39.6% 16.2% 100.0%
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問１０．（海外で“働きたい”と答えた人が対象）海外で勤務をするとしたらど

の程度の期間が適当だと思いますか。（ｎ＝３３１） 

 

１年未満, 14.2%

１年以上３年未

満, 50.8%

３年以上５年未

満, 25.7%

５年以上１０年未

満, 3.3%

１０年以上, 6.0%

 

  
  

１年未満 
１年以上 
３年未満 

３年以上 
５年未満 

５年以上  

１０年未満 
１０年以上 合計 

Ｎ 47 168 85 11 20 331
合計 

％ 14.2% 50.8% 25.7% 3.3% 6.0% 100.0%

Ｎ 27 79 46 7 12 171
男性 

％ 15.8% 46.2% 26.9% 4.1% 7.0% 100.0%

Ｎ 20 89 39 4 8 160
性別 

女性 
％ 12.5% 55.6% 24.4% 2.5% 5.0% 100.0%

Ｎ 7 54 33 7 7 108
ある 

％ 6.5% 50.0% 30.6% 6.5% 6.5% 100.0%

Ｎ 40 114 52 4 13 223

海外留学の
経験 

ない 
％ 17.9% 51.1% 23.3% 1.8% 5.8% 100.0%

Ｎ 10 24 9 2 4 49
英語は全くできない 

％ 20.4% 49.0% 18.4% 4.1% 8.2% 100.0%

Ｎ 31 59 30 4 9 133簡単な読み書きや会話
ができる ％ 23.3% 44.4% 22.6% 3.0% 6.8% 100.0%

Ｎ 6 75 35 3 3 122相手の意見を理解し、自分の意

志を伝えることができる ％ 4.9% 61.5% 28.7% 2.5% 2.5% 100.0%

Ｎ 0 10 11 2 4 27

英語習得の

レベル 

ビジネスにおける商

談・交渉ができる ％ 0.0% 37.0% 40.7% 7.4% 14.8% 100.0%

Ｎ 22 99 53 4 7 185
取り組んでいる（計） 

％ 11.9% 53.5% 28.6% 2.2% 3.8% 100.0%

Ｎ 17 54 25 5 10 111

勤務先の事
業の海外展

開 取り組んでいない（計） 
％ 15.3% 48.6% 22.5% 4.5% 9.0% 100.0%

 

14.2%

11.3%

50.8%

56.4%

25.7%

25.5%

4.4%

3.3%

2.5%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2013年度

2010年度

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満

５年以上１０年未満 １０年以上
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問１１．海外勤務で不安なことはありますか。（複数回答） 

75.5%

75.2%

60.3%

49.7%

40.4%

38.3%

28.6%

25.0%

0.3%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

治安

言葉

食事

住環境

現地での人間関係の構築

異文化への適応

国内にいる家族や

友人とのコミュニケーション

仕事上の責任の重さ

その他

不安なことはとくにない

 

  
  

  

治安 言葉 食事 住環境 
現地での
人間関係

の構築 

Ｎ 599 596 478 394 320 
合計 

％ 75.5% 75.2% 60.3% 49.7% 40.4% 

Ｎ 269 280 212 171 131 
男性 

％ 70.8% 73.7% 55.8% 45.0% 34.5% 

Ｎ 330 316 266 223 189 
性別 

女性 
％ 79.9% 76.5% 64.4% 54.0% 45.8% 

Ｎ 96 70 61 55 44 
ある 

％ 70.1% 51.1% 44.5% 40.1% 32.1% 

Ｎ 503 526 417 339 276 

海外留学の
経験 

ない 
％ 76.7% 80.2% 63.6% 51.7% 42.1% 

Ｎ 165 182 144 120 91 
英語は全くできない 

％ 74.7% 82.4% 65.2% 54.3% 41.2% 

Ｎ 276 284 217 173 147 簡単な読み書きや会話が
できる ％ 80.7% 83.0% 63.5% 50.6% 43.0% 

Ｎ 135 116 102 86 74 相手の意見を理解し、自分の意志

を伝えることができる ％ 71.1% 61.1% 53.7% 45.3% 38.9% 

Ｎ 23 14 15 15 8 

英語習得の

レベル 

ビジネスにおける商談・交

渉ができる ％ 57.5% 35.0% 37.5% 37.5% 20.0% 

Ｎ 231 215 176 134 120 
取り組んでいる（計） 

％ 76.5% 71.2% 58.3% 44.4% 39.7% 

Ｎ 249 258 205 173 137 

勤務先の事
業の海外展

開 取り組んでいない（計） 
％ 76.4% 79.1% 62.9% 53.1% 42.0% 

※
「
異
文
化
へ
の
適
応
」
以
降
は
次
ペ
ー
ジ 
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異文化へ
の適応 

国内にいる家

族や友人との

コミュニケー

ション 

仕事上の
責任の重

さ 

不安なこ
とはとく

にない 

その他 合計 

Ｎ 304 227 198 39 2 793
合計  

％ 38.3% 28.6% 25.0% 4.9% 0.3% 100.0%

Ｎ 135 90 77 28 0 380
男性 

％ 35.5% 23.7% 20.3% 7.4% 0.0% 100.0%

Ｎ 169 137 121 11 2 413
性別 

女性 
％ 40.9% 33.2% 29.3% 2.7% 0.5% 100.0%

Ｎ 35 38 36 14 1 137
ある 

％ 25.5% 27.7% 26.3% 10.2% 0.7% 100.0%

Ｎ 269 189 162 25 1 656

海外留学
の経験 

ない 
％ 41.0% 28.8% 24.7% 3.8% 0.2% 100.0%

Ｎ 99 72 71 11 0 221
英語は全くできない 

％ 44.8% 32.6% 32.1% 5.0% 0.0% 100.0%

Ｎ 135 102 81 10 2 342簡単な読み書きや会話が
できる ％ 39.5% 29.8% 23.7% 2.9% 0.6% 100.0%

Ｎ 63 44 39 14 0 190相手の意見を理解し、自分の意志

を伝えることができる ％ 33.2% 23.2% 20.5% 7.4% 0.0% 100.0%

Ｎ 7 9 7 4 0 40

英語習得

のレベル 

ビジネスにおける商談・

交渉ができる ％ 17.5% 22.5% 17.5% 10.0% 0.0% 100.0%

Ｎ 95 79 72 15 1 302
取り組んでいる（計） 

％ 31.5% 26.2% 23.8% 5.0% 0.3% 100.0%

Ｎ 144 100 85 11 0 326

勤務先の
事業の海

外展開 取り組んでいない（計） 
％ 44.2% 30.7% 26.1% 3.4% 0.0% 100.0%

 

75.5%

75.2%

60.3%

49.7%

40.4%

38.3%

28.6%

25.0%

0.3%

4.9%

84.8%

78.5%

64.3%

49.0%

52.8%

44.3%

32.0%

31.3%

0.3%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

治安

言葉

食事

住環境

現地での人間関係の構築

異文化への適応

国内にいる家族や

友人とのコミュニケーション

仕事上の責任の重さ

その他

不安なことはとくにない

2013年度

2010年度
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問１２．あなたは今後、日本企業はグローバル化（海外進出）を一層進めるべ

きだと思いますか。 

そう思う, 23.7%

どちらかといえば
そう思う, 52.8%

どちらかといえば

そう思わない,
16.4%

そう思わない,

7.1%

 

  

  
  

そう思う 
どちらかと

いえばそう
思う 

どちらかと

いえばそう
思わない 

そう思わな

い 
合計 

Ｎ 188 419 130 56 793
合計 

％ 23.7% 52.8% 16.4% 7.1% 100.0%

Ｎ 95 184 67 34 380
男性 

％ 25.0% 48.4% 17.6% 8.9% 100.0%

Ｎ 93 235 63 22 413
性別 

女性 
％ 22.5% 56.9% 15.3% 5.3% 100.0%

Ｎ 56 70 6 5 137
ある 

％ 40.9% 51.1% 4.4% 3.6% 100.0%

Ｎ 132 349 124 51 656

海外留学
の経験 

ない 
％ 20.1% 53.2% 18.9% 7.8% 100.0%

Ｎ 26 118 48 29 221
英語は全くできない 

％ 11.8% 53.4% 21.7% 13.1% 100.0%

Ｎ 81 191 52 18 342簡単な読み書きや会話
ができる ％ 23.7% 55.8% 15.2% 5.3% 100.0%

Ｎ 64 95 24 7 190相手の意見を理解し、自分の意

志を伝えることができる ％ 33.7% 50.0% 12.6% 3.7% 100.0%

Ｎ 17 15 6 2 40

英語習得

のレベル 

ビジネスにおける商

談・交渉ができる ％ 42.5% 37.5% 15.0% 5.0% 100.0%

Ｎ 113 162 24 3 302
取り組んでいる（計） 

％ 37.4% 53.6% 7.9% 1.0% 100.0%

Ｎ 61 175 61 29 326

勤務先の
事業の海

外展開 取り組んでいない（計） 
％ 18.7% 53.7% 18.7% 8.9% 100.0%
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問１３．前問の回答理由を自由にお答えください。 

 

【そう思う（計）】 【そう思わない（計）】 

・ さまざまな国が世界に進出してきているため、このま

までは日本が後退していってしまうから（女性／サー

ビス業／東京） 

・ 海外のよさをもっと取り入れることができるし、海外

進出していくためには必要だと思うから（女性／卸

売・小売業／岡山） 

・ 国内の産業が衰退して、職場がなくなってしまうから

（男性／サービス業／北海道） 

・ 日本経済の規模を今後維持するためには、海外との取

引は必須だと思うから（男性／電気通信業／東京） 

・ 国内だけでとどまっていても発展できないから（女性

／教育・学習サービス／広島） 

・ 日本の技術をもっと発信していくべきだと思うから

（女性／医療・福祉／秋田） 

・ ビジネス以外でもお互いに良いところを取り入れて

発展できると思うから（女性／製造業／長野） 

・ 日本だけにこだわっていて活躍の場を世界に広げて

いかないと、世界の市場に取り残されると思うから

（女性／製造業／埼玉） 

・ 現在の日本は世界に追いついていかなくてはいけな

い立場になってしまった（女性／不動産／埼玉） 

・ 海外のインフラ整備などドル箱だと思うから（男性／

製造業／愛知） 

・ 人口減少など経済の成長性が低い中で、企業が成長す

るためには、市場の成長が見込める海外に目を向ける

のが当然だと思うから（男性／製造業／愛知） 

・ グローバル化が進んできたといっても、まだまだ閉鎖

的だと思うから（女性／運輸業／千葉） 

・ 日本の産業には海外企業にはないよいところがたく

さんあるため、対等に渡り合えると思ったため（女性

／情報サービス業／愛知） 

・ 世界に、日本のことをより多く知ってもらうため（女

性／土木・建設／東京） 

・ いままでより大きく成長するためには、積極的に海外

とコミュニケーションをとり、国内では得られない知

識や経験を蓄積する必要があると考えるため（男性／

情報サービス業／富山） 

・ 国とか年齢とか性別とか関係無しに、仕事でもプライ

ベートでも、いろいろな人とかかわるのが楽しいと思

うから（女性／製造業／岩手） 

・ いつまでも国内の守られた環境にいると、凝り固まっ

た価値観しか身に付かない（男性／製造業／静岡） 

・ 日本の会社・社会のルールは閉鎖的で、自分たちを苦

しめていると思う（男性／卸売・小売業／群馬） 

・ 日本の良さが失われるから（男性／情報サービス

業／東京） 

・ 海外進出ばかりでなくとも、国内での事業の発展

を考えてほしいから（男性／卸売・小売業／埼玉）

・ 国内の競争力が落ちると思うから（女性／製造業

／山口） 

・ 海外展開は良いとは思うが、品質もサービスも良

質が提供されるような組織づくりを大事にすべき

だと思う。進出先の方が水準が低い場合、それに

合わせるべきではない（女性／サービス業／大分）

・ とりあえず国内産業を立て直す方が先だと思って

いるから（男性／サービス業／滋賀） 

・ 積極的にグローバル化を推し進めると、日本らし

さが失われてしまいそうだから（男性／情報サー

ビス業／福岡） 

・ 海外で働きたくないから（男性／電気・ガス／和

歌山） 

・ 日本の独自性がなくなり、どこの国でも同じにな

ってしまい面白みに欠ける（女性／製造業／愛知）

・ 日本企業と国際社会の常識にかなりのズレがあ

る。何十年経っても結局、合わない気がする（女

性／卸売・小売業／和歌山） 

・ グローバル化といっても閉鎖感が否めない。実際

に上司が海外の人になるのは抵抗を感じざるを得

ない（女性／不動産／東京） 

・ なんでもかんでもグローバル化すればよいもので

はない（女性／卸売・小売業／東京） 

・ 海外に有能な人が流れてしまってばかりいるのは

どうかと思う（女性／サービス業／愛知） 

・ 海外の状況によって、日本の方針などが揺らぐの

はおかしいと思う（女性／卸売・小売業／北海道）

・ 将来の国内情勢すらわからないのに、海外情勢は

よりわからず、不透明だから（男性／卸売・小売

業／山口） 
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問１４．あなたは勤務先でどのような施策があると、現在よりも、社員が海外

赴任に積極的になると思いますか。（複数選択） 

35.1%

25.6%

25.0%

22.7%

22.1%

14.8%

13.2%

10.6%

1.5%

27.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

語学研修を実施する

ＴＯＥＩＣの点数など、社員に一定レベルの

英語の習得を義務づける

社員旅行で海外に行く

全社員に一定期間の海外派遣を義務づける

外国人を積極的に採用する

社内で英語を「公用語」にする

海外赴任経験者が未経験者に経験を語る場を

設ける

優秀な外国人の人材を国内でも管理職などの

ポジションに配置する

その他

とくに効果的だと思う施策はない  
 

  
  
  

語学研修を

実施する 

ＴＯＥＩＣ

の点数な

ど、社員に

一定レベル

の英語の習

得を義務づ

ける 

社員旅行で

海外に行く

全社員に一

定期間の海

外派遣を義

務づける

外国人を積

極的に採用

する 

社内で英

語を「公

用語」に

する 

海外赴任

経験者が

未経験者

に経験を

語る場を

設ける 

優秀な外国

人の人材を

国内でも管

理職などの

ポジション

に配置する 

その他

とくに効果

的だと思う

施策はない

合計 

Ｎ 278 203 198 180 175 117 105 84 12 217 793
合計 

％ 35.1% 25.6% 25.0% 22.7% 22.1% 14.8% 13.2% 10.6% 1.5% 27.4% 100.0%

Ｎ 119 93 80 78 73 48 51 38 5 123 380
男性 

％ 31.3% 24.5% 21.1% 20.5% 19.2% 12.6% 13.4% 10.0% 1.3% 32.4% 100.0%

Ｎ 159 110 118 102 102 69 54 46 7 94 413
性別 

女性 
％ 38.5% 26.6% 28.6% 24.7% 24.7% 16.7% 13.1% 11.1% 1.7% 22.8% 100.0%

Ｎ 62 47 37 41 43 36 22 29 3 19 137
ある 

％ 45.3% 34.3% 27.0% 29.9% 31.4% 26.3% 16.1% 21.2% 2.2% 13.9% 100.0%

Ｎ 216 156 161 139 132 81 83 55 9 198 656

海外留学の
経験 

ない 
％ 32.9% 23.8% 24.5% 21.2% 20.1% 12.3% 12.7% 8.4% 1.4% 30.2% 100.0%

Ｎ 61 43 55 31 40 25 20 13 1 94 221
英語は全くできない 

％ 27.6% 19.5% 24.9% 14.0% 18.1% 11.3% 9.0% 5.9% 0.5% 42.5% 100.0%

Ｎ 138 90 91 74 75 50 52 32 2 81 342簡単な読み書きや会話ができ

る ％ 40.4% 26.3% 26.6% 21.6% 21.9% 14.6% 15.2% 9.4% 0.6% 23.7% 100.0%

Ｎ 70 59 43 62 54 36 26 29 7 33 190相手の意見を理解し、自分の意志を

伝えることができる ％ 36.8% 31.1% 22.6% 32.6% 28.4% 18.9% 13.7% 15.3% 3.7% 17.4% 100.0%

Ｎ 9 11 9 13 6 6 7 10 2 9 40

英語習得の
レベル 

ビジネスにおける商談・交渉が

できる ％ 22.5% 27.5% 22.5% 32.5% 15.0% 15.0% 17.5% 25.0% 5.0% 22.5% 100.0%

Ｎ 134 99 92 97 78 56 58 34 3 43 302
取り組んでいる（計） 

％ 44.4% 32.8% 30.5% 32.1% 25.8% 18.5% 19.2% 11.3% 1.0% 14.2% 100.0%

Ｎ 107 71 78 65 75 41 33 41 9 102 326

勤務先の事
業の海外展
開 取り組んでいない（計） 

％ 32.8% 21.8% 23.9% 19.9% 23.0% 12.6% 10.1% 12.6% 2.8% 31.3% 100.0%
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問１５．あなたは以下の状況が生じた（生じている）場合、抵抗を感じますか。 

 

18.5%

15.4%

12.9%

9.7%

13.2%

30.3%

33.8%

27.5%

16.9%

25.6%

28.4%

28.4%

31.8%

37.8%

33.9%

22.8%

22.4%

27.9%

35.6%

27.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経営トップに外国人が就いた

上司に外国人が着任した

外国人が自分の部下になった

外国人が自分の同僚になった

取引先の相手が外国人だった

抵抗感がある どちらかといえば抵抗感がある

どちらかといえば抵抗感がない 抵抗感がない

 
 

18.5%

19.4%

15.4%

16.0%

12.9%

13.7%

9.7%

10.3%

13.2%

14.0%

30.3%

29.8%

33.8%

33.3%

27.5%

27.9%

16.9%

17.8%

25.6%

26.0%

28.4%

27.3%

28.4%

27.7%

31.8%

30.5%

37.8%

36.7%

33.9%

32.7%

22.8%

23.5%

22.4%

22.9%

27.9%

28.0%

35.6%

35.2%

27.2%

27.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2013年度

2010年度

2013年度

2010年度

2013年度

2010年度

2013年度

2010年度

2013年度

2010年度

抵抗感がある どちらかといえば抵抗感がある

どちらかといえば抵抗感がない 抵抗感がない

外国人

トップ

上司が

外国人

部下が

外国人

同僚が

外国人

取引先が

外国人
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問１６．あなたは最終学歴までの学校における英語教育は役に立ったと思いま

すか。 

役に立ったと思

う, 44.1%

役に立たなかった
と思う, 55.9%

 

  

  
  

役に立った

と思う 

役に立たな

かったと思
う 

合計 

Ｎ 350 443 793
合計 

％ 44.1% 55.9% 100.0%

Ｎ 161 219 380
男性 

％ 42.4% 57.6% 100.0%

Ｎ 189 224 413
性別 

女性 
％ 45.8% 54.2% 100.0%

Ｎ 94 43 137
ある 

％ 68.6% 31.4% 100.0%

Ｎ 256 400 656

海外留学
の経験 

ない 
％ 39.0% 61.0% 100.0%

Ｎ 39 182 221
英語は全くできない 

％ 17.6% 82.4% 100.0%

Ｎ 151 191 342簡単な読み書きや会話
ができる ％ 44.2% 55.8% 100.0%

Ｎ 136 54 190相手の意見を理解し、自分の意

志を伝えることができる ％ 71.6% 28.4% 100.0%

Ｎ 24 16 40

英語習得

のレベル 

ビジネスにおける商

談・交渉ができる ％ 60.0% 40.0% 100.0%

Ｎ 169 133 302
取り組んでいる（計） 

％ 56.0% 44.0% 100.0%

Ｎ 134 192 326

勤務先の
事業の海

外展開 取り組んでいない（計） 
％ 41.1% 58.9% 100.0%
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問１７．前問の回答理由をお答えください。 

 

【役に立ったと思う】 【役に立ったと思わない】 

・ 留学などせずに、英語が十分使える状態になったから

（女性／教育・学習サービス／広島） 

・ イヤでも英語に触れられてよかったと思う（女性／製

造業／埼玉） 

・ 英語が好きになったきっかけと言えるから（男性／製

造業／千葉） 

・ ある程度の会話ができるようになり、旅行のときにも

困らない（女性／不動産／埼玉） 

・ 英語を読み書きするうえで、文法知識は欠かせないか

ら（女性／製造業／大阪） 

・ 大学で行った語学研修で、文法が確実で簡単な英語で

も説明できていることを褒められたので、文法を中心

に教えている学校の語学教育も少なからず役に立っ

ていると思う（女性／運輸業／千葉） 

・ 日本の学校教育では文法を非常に丁寧に教えてくれ

るが、これは幼児期に言語を身に付けるような方法で

習得することができない以上、重要な屋台骨になると

思う。実践的に習得するうえでは、文法の基礎は重要

だと痛感する（男性／製造業／東京） 

・ 基本的なことは学べたと思う（男性／製造業／福岡）

・ 基本を知っているため、まったくコミュニケーション

がとれない、ということは避けられている（男性／製

造業／神奈川） 

・ 効果的だったかは定かではないが、間違いなく学校で

学んだ教育の中では有用な科目の一つだと思う（男性

／情報サービス業／埼玉） 

・ 語学教育を行わなければその語学を体験することな

く過ごしていったと思う。苦手でも知識として得たも

のは多かったと感じる（女性／サービス業／東京） 

・ 使う機会がないうえに、話せるまで勉強できてい

ないから（女性／金融・保険／京都） 

・ 会話する能力が身に付かなかった（男性／卸売・

小売業／埼玉） 

・ 真面目に取り組まなかったから（男性／製造業／

京都） 

・ 学校の英語教育はペーパーテストのための語学だ

と思うから（男性／卸売・小売業／埼玉） 

・ テストで点をとるための教育だったため、あまり

身についていない（女性／情報サービス／東京）

・ 実践できるレベルまで習得できていない（女性／

サービス業／東京） 

・ 実務で使う語学は、別物だと感じているため（男

性／情報サービス業／埼玉） 

・ 英語教師のレベルが十分ではないように思う（男

性／情報サービス業／千葉） 

・ 勉強はしてきたが、それらを活かす環境がほとん

どなかったから（男性／サービス業／滋賀） 

・ 会話の力を身に付けるためには、英語圏に身を置

かなければならないと思うから（男性／金融・保

険／大阪） 

・ 「話す」という観点ではまったく役に立っていな

い（女性／教育・学習サービス／千葉） 

・ なぜ学ばなければいけないのか理解できず、「学

習」が「作業」になってしまっていたように思う

から（男性／医療・福祉／長野） 

・ ライティングが基本となっていて、リスニングや

スピーキングが不足していたから（男性／卸売・

小売業／新潟） 
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問１８．あなたは今後、学校教育での「グローバル人材」（※）育成の取り組み

を強化すべきだと思いますか。 
※文部科学省では「グローバル人材」を以下のように定義しています 

「世界的な競争と共生が進む現代社会において、日本人としてのアイデンティティを持ちながら、広い視野に立って

培われる教養と専門性、異なる言語、文化、価値を乗り越えて関係を構築するためのコミュニケーション能力と協調

性、新しい価値を創造する能力、次世代までも視野に入れた社会貢献の意識などを持った人間」（「産学官によるグロ

ーバル人材育成のための戦略」産学連携によるグローバル人材育成推進会議，２０１１年４月） 

また、「グローバル人材」の概念を整理すると、概ね、以下のような要素が必要だとしています。 

要素Ⅰ： 語学力・コミュニケーション能力 

要素Ⅱ： 主体性・積極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、責任感・使命感 

要素Ⅲ： 異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティー 

このほかに、幅広い教養と深い専門性、課題発見・解決能力、チームワークと（異質な者の集団をまとめる)リーダーシ

ップ、公共性・倫理観、メディア・リテラシー等の必要性を挙げるなどしています。 

 

強化すべきだと思

う, 77.8%

強化すべきだと思
わない, 22.2%

 

  
  

  

強化すべき
だと思う 

強化すべき
だと思わな

い 
合計 

Ｎ 617 176 793
合計 

％ 77.8% 22.2% 100.0%

Ｎ 287 93 380
男性 

％ 75.5% 24.5% 100.0%

Ｎ 330 83 413
性別 

女性 
％ 79.9% 20.1% 100.0%

Ｎ 118 19 137
ある 

％ 86.1% 13.9% 100.0%

Ｎ 499 157 656

海外留学の

経験 
ない 

％ 76.1% 23.9% 100.0%

Ｎ 156 65 221
英語は全くできない 

％ 70.6% 29.4% 100.0%

Ｎ 268 74 342簡単な読み書きや会話

ができる ％ 78.4% 21.6% 100.0%

Ｎ 161 29 190相手の意見を理解し、自分の意

志を伝えることができる ％ 84.7% 15.3% 100.0%

Ｎ 32 8 40

英語習得の
レベル 

ビジネスにおける商
談・交渉ができる ％ 80.0% 20.0% 100.0%

Ｎ 265 37 302
取り組んでいる（計） 

％ 87.7% 12.3% 100.0%

Ｎ 240 86 326

勤務先の事

業の海外展
開 取り組んでいない（計） 

％ 73.6% 26.4% 100.0%
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問１９．前問の回答理由をお答えください。 

 

【強化すべきだと思う】 【強化すべきだと思わない】 

・ いまの子どもたちが大人になったときには、ますます

グローバル化が進んでいると思うから（女性／教育・

学習サービス／和歌山） 

・ 今後、間違いなく海外市場が重要になり、会社におい

てもグローバル人材が必要となるから（女性／金融・

保険／京都） 

・ 企業や社会がグローバル化の方向に向かっているか

ら、教育もあわせる方がよいと思う（男性／製造業／

神奈川） 

・ これからは世界を相手にビジネスしていくことにな

ると思うから（女性／製造業／滋賀） 

・ 海外の人と働く機会が増える以上、相手のことを理解

して仕事を出来る人を増やさなければいけないと思

うから（男性／製造業／東京） 

・ 他国では海外を視野に入れた教育をしているのに、日

本が行わなければ、将来、相対的に不利な立場になっ

てしまいそうだから（男性／製造業／愛知） 

・ 外国を「知らない」だけで嫌悪するのは、単純にもっ

たいないと思う（男性／サービス業／男性） 

・ 会社に入ってから学ぶのでは手遅れだと思う（女性／

卸売・小売業／愛知） 

・ 外国の方とコミュニケーションを取ること自体に不

安を感じるのはよいこととは思えないから（女性／卸

売・小売業／島根） 

・ 色々な文化を知ることは、日本を再発見することにも

つながるから（男性／金融・保険／神奈川） 

・ 異文化に触れることで日本の良さを再認識できるし、

外国人と話すことで、より正確に自分の考えを伝える

力が身に付くと思うから（男性／電気通信業／東京）

・ 日本とは違う考え方、違うものに触れることは楽しい

ことだと思うので、ぜひとも教育の場で、色々な機会

を与えられるべきだと思う（女性／製造業／岩手） 

・ 国内だけでなく、海外で働くことも選択肢になるから

（男性／卸売・小売業／愛知） 

・ 今後社会に出て行くときに、外国人と接する機会はあ

ると思う。そのようなときに抵抗感なく接するため

に、学校教育の時点から取り組みが必要だと思う（女

性／製造業／山口） 

・ 海外で働くことに対する抵抗をなくしていく必要が

あると思うから（女性／サービス業／大阪） 

・ 国内だけにとどまっているにはもったいないほどの

技術が日本にはあると思う（女性／教育・学習サービ

ス／新潟） 

・ 言葉が話せないというだけで、国内にとどまる優秀な

人材が多いと思うので、教育でテコ入れしてほしい

（男性／製造業／静岡） 

 

・ グローバル人材＝英語ができるといった社会通念

があるため（男性／情報サービス業／東京） 

・ 強制的に教育しなくても、必要と感じる人が取り

組むことのできる環境を整える方がよい。必要と

感じない人まで、無理やり教育しなくてもよいの

では（女性／卸売・小売業／東京） 

・ 学校生活と社会生活は大きく異なり、教育ですべ

てできると思わないから（男性／サービス業／東

京） 

・ 教育に力を入れたところで、「なりたい自分」が固

まらないことには勉強しないと思う（男性／情報

サービス業／栃木） 

・ やりたい人が自らの意思でやるべきだと思う（男

性／製造業／京都） 

・ 義務化するべきことなのか（女性／卸売・小売業

／石川） 

・ 莫大なコストをかけて全員に行うよりも、一部の

希望がある者に対して行えば十分であり、その方

が圧倒的に費用対効果が優れていると思うから

（男性／製造業／東京） 

・ 海外に夢を見すぎ（男性／製造業／富山） 

・ そもそも日本語が十分にできていない。海外のこ

とよりも自国のことをよく理解し、自分の言葉を

よく理解すべきではないか（女性／不動産／東京）

・ まずは母国語をきちんと理解すべきだと思う（男

性／医療・福祉／宮城） 

・ 強化することはよいとは思うが、やったところで

どの程度まじめに学ぶのかを考えると、いまと変

わりないかもしれない（男性／製造業／富山） 

・ 学校教育には限界があり、成果がそれほど出ると

は思えないから（男性／製造業／新潟） 

・ まずは日本をしっかりと学ぶべきだと思う。いま

の段階でグローバル化しても、単なる外国かぶれ

みたいになるだけだと思う（女性／医療・福祉／

福岡） 

・ 教育だけではどうにもならないと思う（男性／サ

ービス業／愛知） 
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